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 平成25年１２月５日（木）１５時から静岡大学大学会館大ホール（静岡キャンパ
ス）において、女性研究者研究活動支援事業（拠点型）の取り組みの一つとし
て、男女共同参画シンポジウムを開催しました。今回のシンポジウムでは、
テーマを【ワークライフバランスのすすめ】とし、ライフイベントとキャリアに
ついて、パネルディスカッションと基調講演を行い、参加者とともに、ワーク
ライフバランスを考えました。、他の大学、静岡県、静岡県内の市及び民間
企業など、多くの機関から１３2名の方が参加して 
くださいました。 
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 平成25年11月16日（土）、17日（日）の2日間、キャンパスフェスタ in 静岡におい
て、「自分の体力を知ることが健康維持への第一歩」との視点から、「あなたの自
立体力をたしかめてみよう」と題して、「歩行」「身体調整」「手作業」「姿勢変換」
の４つの項目で来場者の自立体力を測定しました。測定後、これからの健康維持
に役立てていただくため、測定員から結果と注意事項について説明を行いました。 
 ２日間とも天気に恵まれ、１３８人の方に来場いただきました。子どもから老人まで、
幅広い年代の方たちが多目的保育施設「たけのこ」を訪れ、活気にあふれた２日
間となりました。親子や友人同士で、測定結果を競うなど、「たけのこ」は両日と
も、和気あいあいの空間となりました。 
 参加者からは、「とても楽しかった」「また、来年も測定したい」といった声が聴か
れ、好評のうちに体力測定を終えることができました。 

 本学の伊東学長の挨拶から始まり、パネルディスカッション、渥美由喜先生
の基調講演まで、すべてにおいて貴重な話を聞くことができました。シンポジ
ウム終了後のアンケートでも、「このシンポジウムは、勤務先や自分自身の
ワークライフバランスを見直すきっかけとなりました」「聞いた内容を参考にし
ていきたい」などの意見があり、大好評でした。 

 貴重なお話をしていただきました先生方をはじめ、開催に際して
ご協力をいただき皆さまに感謝いたします。また、ご参加いただ
いた方々にお礼申し上げます。 

● 研究支援員制度の改正 ● 男女共同参画に関するアンケート 

お   知   ら   せ 

 研究支援員制度の改正を検討しています。 
 限られた予算で、より多くの方に利用いただけるよう
検討しています。改正内容が決まれば、その詳細は、
ホームページでお知らせします。 

 10月に実施したアンケート調査へのご協力、
ありがとうございました。回答率も40％を超え
ることができました。集計結果は、まとまり次第、
ホームページでお知らせします。 



 

 平成26年３月１９日から３月３１まで
（土曜、日曜、祝日を除く）、浜松
キャンパスにおいて、春休みの学童
保育所を開所します。入所できるの
は、申込み時点で小学１年生から６年
生までの児童となっています。募集
開始は、平成26年１月中旬を予定し
ています。 
 遠足や実験など、楽しいプログラム
がありますので、是非、応募してくだ
さい。詳しくは、後日、男女共同参画
推進室のホームページでお知らせし
ます。 

浜松キャンパス 

“春休みの学童保育所” 
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男女共同参画推進室に 

新しいメンバーが加わりました 

 
 
 
 
 
 
 
 

子育て支援事業 ２回開催 

 平成25年10月23日（水）と12月19日（木）の2日間、多目的保育施設
「たけのこ」において、小学校未就学児童を対象とした子育て支援事業を
開催しました。 
 10月23日は、「キャンパスの自然の中で秋を発見し、学び、楽しく遊ぼ
う！」をテーマに、小林泰之先生にご指導いただき、キャンパス内を散策
して、落ち葉やドングリを拾って、それらを材料にしたアイデア一杯のおも
ちゃを作りました。参加してくれた親子から、笑顔が溢れていました。 

 12月19日は、「親子で作る簡単でおいしいクリスマス
レシピ」をテーマに、合戸悦子先生におやつ作りをご指
導いただきました。クリスマスの季節であったので、参
加した親子は、イチゴやフルーツを使ったケーキ作り
にチャレンジしました。どれも個性のあるケーキができ
あがり、親子で美味しそうに食べていました。 

女性研究者研究活動支援事業（拠点型）NOW!! 

 ここでは、本年度に採択された科学技術人材育成費補助事業「女性研究者研究活動支援事業
（拠点型）」のホットな話題について紹介します。この事業は、ライフイベントによる女性研究者
の研究活動の中断や低下を抑え、また離職率の減少を目指した取り組みであり、本学が中心
（拠点）となって、近隣の研究機関と連携しながら事業を進めるものです。 

◆ 定例交流会の開催 ◆ 連携機関と連携・協働して行う研究を支援 

◆ 健康と介護に関する研修会開催予定 

 連携機関が集まり、意見交換などを行
う定例交流会を2回（11月、12月）開催
しました。 

 補助金を活用し、本学の女性研究者と連携機関に所属する女
性研究者等が連携・協働して行う研究を支援します。募集等の
詳細は、後日お知らせします。 

◆ 研究支援員を派遣 
 補助金を活用し、本学が研
究支援員を雇用して、連携
機関の女性研究者等へ派
遣・配置します。 

 研究活動には自らの健康維持が不可欠です。 
また、介護と研究の両立は、今後大きな課題と
なってきます。研修会を開催し、健康と介護の 
基本を学びます。 

 はじめまして。１１月に男女共同参画推進室に事務として採用
になりました。赴任してまだ2ヶ月あまりしか経っておらず、周り
の皆様にご指導頂きながら日々「たけのこ」でお仕事させても
らっています。5月に大阪から静岡に引っ越してきました。大阪
人特有のせっかちな性格なので、静岡で少しでも心に余裕を
持てる人間になれたらと思っています。どうぞよろしくお願いい
たします。                                           （事務：長田佳世） 

 12月に男女共同参画推進室に着任しました三宅恵子と申しま
す。これまで女性研究者支援モデル育成事業を2つの大学で
担当しました。この経験を活かして、女性研究者研究活動支援
事業（拠点型）における連携機関の皆さまとともに、研究環境
の改善、研究推進力の向上に取り組みたいと思います。よろし
くお願いします。                               （特任助教：三宅恵子） 


